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自宗教試論日本人之死後世界觀  

 

徐 翔 生   

 

中文摘要  

 

  死 生 觀 因 國 而 異 ， 死 後 的 世 界 觀 也 因 民 族 與 宗 教 而 有 所

不 同 。 或 許 受 到 儒 家 現 世 主 義 影 響 ， 中 國 人 自 古 以 來 即 避 談

死 亡 諱 言 死 亡 ， 中 國 文 學 作 品 中 亦 少 見 死 後 世 界 之 著 墨 。 相

較 之 下 ， 日 本 人 自 古 以 來 即 對 死 亡 持 高 度 關 心 ， 文 藝 作 品 中

亦 常 可 見 死 後 世 界 之 描 繪 。 日 本 人 的 死 後 世 界 觀 究 竟 是 如 何

形 成 ？ 其 後 到 底 又 蘊 涵 著 什 麼 樣 的 文 化 要 素 ？ 本 論 文 以 古 代

至 現 代 的 文 藝 作 品 為 例 ， 考 察 其 中 所 見 之 死 後 世 界 ， 論 述 日

本 人 死 後 世 界 觀 之 形 成 緣 由 ， 並 進 而 探 討 日 本 人 死 後 世 界 觀

中 所 見 之 宗 教 要 素 ， 解 說 神 道 佛 教 與 其 死 後 世 界 觀 之 關 聯 。

最 後 再 自 神 道 與 佛 教 的 觀 點，考 察 日 本 人 對 死 後 世 界 之 認 知，

並 探 討 其 與 神 佛 思 想 之 差 異 。 期 藉 拙 論 ， 勾 勒 日 本 人 死 後 世

界 之 藍 圖；並 期 藉 此 研 究，對 理 解 日 本 之 死 亡 文 化 有 所 助 益 。  

 

關 鍵 字：死 後 世 界 觀，《 古 事 記 》，《 平 家 物 語 》，《 曾 根 崎 心 中 》，  

      《 先 祖 的 話 》， 神 道 ， 仏 教  

                                                      
  國立政治大學日本語文學系教授  
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The Japanese Concept of the World of Death: 
From a Religious Point of View 

 

HSU, Hsiang-Sheng 

 

Abstract 
 

Depending on countries, the concept of life and death is different, and depending 

on ethnic groups and religions, the concept of the world of death is also different. 

Perhaps influenced by the worldly-mindedness of Confucianism, the Chinese have 

avoided talking about death since ancient times, and the description of the world of 

death is rare in Chinese literary works. By contrast, the Japanese have been highly 

interested in death since ancient times, and the description of the world of death is 

usual in the literary and artistic works. How is the Japanese concept of the world of 

death formed? What cultural elements are included? In this paper, literary and artistic 

works from the ancient to the modern as example, the description of the world of death 

and the reason why the Japanese concept of the world of death is formed are discussed. 

Furthermore, the religious elements in the Japanese concept of the world of death are 

discussed and the relations among Shinto, Buddhism and the concept of the world of 

death are explained. Finally, from the point of view of Shinto and Buddhism, the 

Japanese knowledge of the world of death and the difference between that knowledge 

and the thoughts of Shinto and Buddhism are discussed. This paper aims to construct 

the idea of the Japanese world of death and to help understand the Japanese culture of 

death. 

 

Keywords: the concept of the world of death, Kojiki, The Tale of the Heike, Sonezaki 

Shinju, About Our Ancestors, Shinto, Buddhism

                                                      
 Professor, Department of Japanese ,National Chengchi University 
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日本人の死後の世界観―宗教からの試論 
 

徐 翔生  
 

要旨  

 

死生観は国によって異なるものである。死後の世界観、すなわち

他界観も民族や宗教によってまた様々である。儒教の現世主義の影

響によって、中国人は古くから死という問題はあまり論じられるこ

とがなく、文学作品でも、死後の世界についての描写があまり見当

たらない。ところが、中国人とは対照的に、日本人は古くから死の

問題に関心があり、死後の世界のことについて深い興味を示してき

た。日本文学でも死のことはよく描かれ、死後の世界もしばしば描

かれている。では、このような日本人の死後の世界観はどのように

して現われ、定着していったのであろうか。本論では、まず古代か

ら現代までの文芸作品を例としつつ、その中に描かれた死後の世界

を探りながら、日本人の死後の世界観の具体相を明らかにしたい。

次に日本人の死後の世界観に如何なる宗教の要素が見られ、それが

日本人の死生観にどのような影響を与えたのかについて論及した

い。最後に仏教と神道の観点から、日本人の独自の死後の世界観に

ついて議論したい。この論文によって日本人の死後の世界観の解明、

及び日本の思想文化研究に少しでも貢献することができれば幸いで

ある。  

 

キーワード：死後の世界観・『古事記』・『平家物語』・『曾根崎心中』・ 

           『先祖の話』・神道・仏教 

                                                      
  
国立政治大学日本語学科教授  
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日本人の死後の世界観―宗教からの試論 

 

徐  翔生  

 

はじめに 

死生観は国によって異なるものである。死後の世界観、すなわち

他界観も民族や宗教によってまた様々である。『論語』では、弟子季

路の鬼神に仕えることと、死についての問いに対して、孔子は「未

だ人に事ふること能はず。焉んぞ能く鬼に事へんと。（中略）未だ生

を知らず。焉んぞ死を知らん」（「先進第十一」）1と述べ、また「怪・

力・乱・神を語らず」（「述而第七」） 2と言い、鬼神と死のことを避

けようとする態度を示している。以上述べた儒教の現世主義の影響

によって、中国人は思考様式の中に現実主義の伝統を持っており、

現世のことを中心にするという特徴が見られる。そこで中国では、

死という問題はあまり論じられることがなく、文学作品では、死後

の世界は冥界と書かれているが、それについての描写があまり見当

たらない。ところが、中国人とは対照的に、日本人は古くから死の

問題に関心があり、死後の世界のことについて深い興味を示してき

た。日本文学でも死のことはよく描かれ、死後の世界もしばしば描

かれている。では、このような日本人の死後の世界観はどのように

して現われ、定着していったのであろうか。  

本論では、まず古代から現代までの文芸作品を例としつつ、その

中に描かれた死後の世界を探りながら、日本人の死後の世界観の具

体相を明らかにしたい。次に日本人の死後の世界観に如何なる宗教

の要素が見られ、それが日本人の死生観にどのような影響を与えた

                                                      
1  新訳漢文大系『論語』（明治書院、 2012 年） 240 頁。  
2 新訳漢文大系『論語』（明治書院、 2012 年） 167 頁。  
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のかについて論及したい。最後に宗教の観点から、日本人の独特な

死後の世界観について議論したい。日本では、古代・中世・近世・

現代、それぞれの観点から死後の世界観に関する研究は見られるが、

古代から現代までを見通した死後の世界観に関する研究はそれほど

多くない。また宗教の観点から行われた死後の世界観の研究もあま

り見られない。この論文によって日本人の死後の世界観の解明、及

び日本の思想文化研究に少しでも貢献することができれば幸いであ

る。  

 

1.古代人の死後の世界観 

『古事記』は日本で最古の書籍であるが、その中で死のことにつ

いてすでに触れていて、死後の世界のことについても言及されてい

る。ここでまず『古事記』の上巻における「黄泉国」から述べてみ

よう。  

『古事記』の冒頭には、伊邪那岐と伊邪那美による国土生成のこ

とが語られている。伊邪那岐と伊邪那美が高天原から天降りして、

日本の国土、さらに日本の神々を生成した。ところが、伊邪那美が

火神を生んだ時に火の災を受けて隠れ、黄泉国へ行くことになる。

そして伊邪那岐が死んだ伊邪那美を慕って、「相見むと欲ひて、黄泉

国に追ひ往きき」（上巻「黄泉国」）3と、黄泉国へ迎えに行く。とこ

ろが、伊邪那岐は櫛を使って「一つ火燭して」（同巻・同上） 4と火

をともして、伊邪那美を覗いた。しかし「宇士多加禮許呂呂岐弖（中

略）并せて八はしらの雷神成り居りき」（同巻・同上） 5とある伊邪

那美の姿を見て恐れて、再びこの世に戻るとなる。そこで、伊邪那

岐は千引の石をもって黄泉国とこの現世の境界の入り口の黄泉比良

坂を塞ぎ止めた。そのために、この現世と黄泉国は交通ができなく

なったのである。  

                                                      
3 日本古典文学大系『古事記祝詞』（岩波書店、 1958 年） 63 頁。  
4 日本古典文学大系『古事記祝詞』（岩波書店、 1958 年） 65 頁。  
5  日本古典文学大系『古事記祝詞』（岩波書店、 1958 年） 65 頁。  
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以上は『古事記』に書かれた黄泉の国の世界である。これと同じ

ような記述は『日本書紀』にも見受けられている。ただ『日本書紀』

には、黄泉の国を「殯斂の處」（「一書第九」） 6とも書かれている。

ここからは、古代日本人の死後の世界観が窺われる。つまり古代日

本人は黄泉国を死んでから赴く世界と捉えた。ここで特に注目した

いのは、黄泉国と呼ばれるものの存在である。以上述べたところか

らも分かるように、黄泉国は死後に赴く世界、死後の世界と考えら

れていた。また伊邪那岐が「一つ火燭して」とあるように、火を燭

さなければ周囲を少しも見わたすことのできない暗闇の世界でもあ

った。そして伊邪那美の体に「宇士多加禮許呂呂岐弖」と蛆が集り、

「八はしらの雷神成り居りき」とあるように八つの雷神がついてい

たことから、黄泉国はきわめて穢い汚れたところでもあったことが

窺える。それでは、古代人のこのような死後の世界観はいかに形成

されたのであろうか。  

すでに土生田純之が指摘したように、『古事記』の中に描かれた黄

泉国は、古墳時代の横穴式石室をモデルとしたものであるという 7。

以上述べたことからも窺われるように、黄泉の国は地下であり、古

代人は死後地下に埋葬されることをこのように感じたようである。

このように、古代日本人は死後の世界を墓の中からイメージし、地

下の黄泉と捉えたのであった。かかる死後の世界観は『古事記』に

限らず、『懐風藻』『萬葉集』などにも見られるところである。たと

えば『懐風藻』には、大津皇子が死に臨んでの心境を詠んだ歌があ

る。「金烏西舎に臨らひ、鼓聲短命を催す。泉路賓主無し、此の夕家

を離りて向かふ」（「大津皇子・臨終」） 8とあるように、死に赴くの

は即ち泉路を通って黄泉国へ往くことであるという。また『萬葉集』

にも「生けりとも   逢ふべくあれや  ししくしろ  黄泉に待たむ」

（「巻九・一八〇九」）9という歌がある。この歌では、人間が死後往

                                                      
6 日本古典文学大系『日本書紀上』（岩波書店、 1967 年） 98 頁。  
7  土生田純之『黄泉国の成立』（学生社、 1998 年、 319－ 320 頁）を参照。  
8  日本古典文学大系『懐風藻』（岩波書店、 1964 年） 77 頁。  
9 新日本古典文学大系『萬葉集二』（岩波書店、 2000 年） 399 頁。  
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くべき場所は黄泉と描かれている。以上のように、古代の日本文学

でも、死後の世界は黄泉と書かれている。このような死後の世界観

は、平安時代に仏教が盛んになるまでの日本文学にも見られたので

あった。  

 

2.中世の死後の世界観 

ところが、仏教の伝来によって、日本人の来世観に変化が現われ、

死後の世界は黄泉から地獄、さらに極楽浄土へと移り変わるように

見える。『日本霊異記』は日本で最も古い唱導文学であるが、その中

に死後の世界が黄泉、地獄とも書かれている。「火君見聞きて、黄泉

より甦還来りて、具に解して太宰府に送る」（下巻・第三十五」）10と

いうように、この作品では地獄のことを黄泉の国と称しており、黄

泉より甦ることが書かれている。しかしこの作品では、死後の世界

が黄泉と示されているのは限られており、その多くの場合は地獄と

言い表されている。そして浄土教の興隆に伴って、死後の世界が地

獄から極楽浄土へと移り変わると、日本人は死を恐れずに死を迎え

ることができるようになってくる。このことを、中世を代表する文

学作品『平家物語』から見てみよう。  

『平家物語』はその名前から分かるように、平家一門の事跡を中

心に書かれたものである。この作品はその巻頭の名文「祇園精舎の

鐘の声、諸行無常の響あり。娑羅双樹の花の色、盛者必衰のことは

りをあらはす」（巻第一「祇園精舎」） 11に示されているように、仏

教の「諸行無常」のことわりを基調としている。諸行無常の仏教思

想に呼応するかのように、平家がいかに勃興し、全盛時代となり、

そしていかに栄華から没落し、やがて破滅に至ったかが描かれてい

る。  

実は『平家物語』の前半には、地獄の思想が見られる。この作品

の主人公平清盛は東大寺の大仏を焼き亡ぼした罪業によって、「無間

                                                      
1 0 新古典日本文学大系『日本霊異記』（岩波書店、 1996 年） 182 頁。  
1 1 新日本古典文学大系『平家物語上』（岩波書店、 1991 年） 5 頁。  
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の底に堕給ふ」（巻第六「入道死去」） 12とあるように、無間の地獄

に落ちて死んだという。しかしこの作品の後半に入ると、念仏しな

がら極楽浄土へ往生しようとする者がよく描かれている。たとえば

清盛の四男重衡は「只今の最後の念仏によッて、九品詫生をとぐべ

し」（巻第十一「重衡被斬」） 13とあるように念仏し、死の途につい

た。その嫡孫維盛は「還来穢国度天人」（巻第十「維盛入水」） 14と

願いながら、「西に向ひ手を合せ、高声に念仏百返斗唱へつゝ」（同

巻・同上） 15とあるように、念仏を唱えながら海へ身を投げた。そ

してその娘建礼門院は「南無西方極楽世界、教主弥陀如來、かなら

ず引摂し給へ」（灌頂巻「女院死去」）16とあるように念仏しながら、

往生を遂げたのであった。  

以上のように、仏教は中世日本人の死生観に、大きな影響を及ぼ

しており、特に浄土教は日本人の死の捉え方に大いに影響を与えた。

そして中世の日本人にとって死後赴く世界はすでに黄泉から極楽浄

土となり、しかもそれは無限の希望と夢に満ちた世界であった。死

後の世界が美しい極楽浄土となったことで、人々に死後の安心をも

たらしたことは言うまでもない。そのため、『平家物語』においては、

極楽往生のことがしばしば描かれている。このような死後の世界の

捉え方は、近世の日本文学にも引きつかれることになる。  

 

3.近世の死後の世界観 

近世の日本文学と言えば、おそらく近松門左衛門の心中物を連想

する人が多いであろう。そしてその数多くの心中物の中で、『曾根崎

心中』が最も代表的な作品だと言っても異論が出ることは少ないで

あろう。以下、『曾根崎心中』を中心に、その中に書かれている死後

の世界を検討しながら、近世日本人の死後の世界観について述べて

                                                      
1 2 新日本古典文学大系『平家物語上』（岩波書店、 1991 年） 345 頁。   
1 3 新日本古典文学大系『平家物語下』（岩波書店、 1993 年） 337 頁。  
1 4 新日本古典文学大系『平家物語下』（岩波書店、 1993 年） 239－ 241 頁。  
1 5 新日本古典文学大系『平家物語下』（岩波書店、 1993 年） 241 頁。  
1 6 新日本古典文学大系『平家物語下』（岩波書店、 1993 年） 408 頁。  
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みる。  

『曾根崎心中』は平野屋の手代徳兵衛と遊女お初の心中を語るも

のである。徳兵衛は平野屋の主人から内儀の姪との縁談話を持ちか

けられていたが、お初との恋を貫こうとするために、この縁談に取

り合わなかった。結局徳兵衛は大坂から追放されることになり、「会

ふに会はれぬ其時は此世計の約束か」17というお初の言葉に誘われ、

彼女との心中を選ぶことになる。そして二人は「現世の願を今こゝ

で。未来へ廻向し後の世もなをしも一つ蓮ぞや」 18と来世の逢瀬を

願いながら、曾根崎天神の森へ向かって死に赴かせた。それから二

人は「南無阿弥陀南無阿弥陀仏」19と念仏を唱えているうちに、「断

末魔の四苦八苦」 20を経た後、はじめて「取伝へ貴賤群集の廻向の

種。未来成仏疑ひなき恋の。手本となりにけり」 21と、未来に成仏

を遂げることを約束された恋の手本となるほどに、二人が愛を貫徹

したところで物語は結末を迎えることになる。  

すでに村松剛や石田瑞麿などが指摘しているように、『曾根崎心

中』をはじめ、すべての心中物は仏教思想に基づいて作られており、

人々の信仰に支えられて発展を遂げたという 22。そして相良亨によ

っても指摘されているように、『曾根崎心中』は特に一蓮托生の思想

から大きな影響を受けているという 23。「後の世もなをしも一つ蓮ぞ

や」という言葉にも示されているように、このような考え方の背後

に、仏教の来世思想が流れており、欣求浄土の思想、一蓮托生の考

え方が潜んでいると言わなければならない。以上のように、『曾根崎

心中』に書かれている心中からは、近世日本人の死生観に仏教の強

い影響があることが窺える。  

                                                      
1 7  新日本古典文学大系『曾根崎心中』（岩波書店、 1993 年） 113 頁。  
1 8  新日本古典文学大系『曾根崎心中』（岩波書店、 1993 年） 126 頁。  
19 新日本古典文学大系『曾根崎心中』（岩波書店、 1993 年） 129 頁。  
2 0 新日本古典文学大系『曾根崎心中』（岩波書店、 1993 年） 129 頁。  
2 1 新日本古典文学大系『曾根崎心中』（岩波書店、 1993 年） 130 頁。  
2 2 村松剛『死の日本文学史』（新潮社、 1975 年、 228 頁）、石田瑞麿『日本古典

文学と仏教』（筑摩書房、 1985 年、 374 頁）を参照。  
2 3 相良亨「日本人の死生観」（『相良亨著作集 4』所収、ぺりかん社、 1994 年、

93 頁）を参照。  
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4.近現代の死後の世界観 

近現代日本文学では、芥川龍之介の『地獄変』や太宰治の『人間

失格』などのように、地獄というものが出てくるのがある。しかし

『地獄変』は『宇治拾遺物語』から題材を得たもので、その中に描

かれている地獄は、現代日本人が考えている死後の世界とは言えな

い。そして『人間失格』に書かれている地獄は、主人公の心境を表

わすものであるから、死後の世界ではない。近現代以降の日本人の

死後の世界に関する研究は、柳田國男の『先祖の話』が最も代表的

なものとも言えよう。以下、『先祖の話』に焦点を当て、近現代日

本人の死後の世界観を述べてみたい。  

『先祖の話』では、死後のことが次のように述べられている。「日

本人の死後の観念、即ち霊は永久にこの国土のうちに留まつて、さ

う遠方へは行つてしまはないといふ信仰が、恐らくは世の始めから、

少なくとも今日まで、可なり根強くまだ持ち続けられて居る」（「先

祖祭の観念」） 24。柳田國男によれば、もとより古代の日本人は死

ぬと近くの山々に行くか、または近くの小さな島々へ行くと考えて

いた。ところが、現世の生活が豊かになるにつれて、日本人の死生

観が次第に変わっていき、死後に行く世界は山々と島々のかわりに、

海や河の彼方にあるか、または天の果て、山の中にあるというふう

になっていった。このような考えが出てきてから、日本人が死んで

から行くあの世は遥か彼岸の国というところになった。しかしあの

世は遥か彼岸の国にあるにもかかわらず、「もつと安らかな、此世の

人の往つたり来たりまでが、曾ては可能と考へられた第二の世界で

あつた」（『海上の道』）25というように、古代の日本人はこの世と接

するあの世へ行ったり来たりすると考えていたのである。  

われわれの死後霊はあの世へ行って神となり、お正月やお盆など

の折々にまたこの世にやってくる。この世で供養を受けた後、再び

                                                      
2 4  柳田國男『先祖の話』（『定本柳田國男集第十巻』所収、筑摩書房、 1969 年）

42 頁。  
2 5  柳田國男『海上の道』（『定本柳田國男集第一巻』所収、筑摩書房、 1968 年）

88 頁。  

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AE%87%E6%B2%BB%E6%8B%BE%E9%81%BA%E7%89%A9%E8%AA%9E
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あの世へ帰っていく。「顕幽二界の交通が繁く、単に春秋の定期の祭

だけで無しに、何れか一方のみの心ざしによつて、招き招かるゝこ

とがさまで困難で無いやうに思つて居た」（『先祖の話・死の親しさ』）

26というように、この世とあの世との交流がよく行われている。こ

のような考えを持っているため、多くの日本人は「もとは死後の世

界を近く親しく、何か其消息に通じて居るやうな気持を、抱いて居

た」（同書・同上）27。だから、古代の日本人はこの世を楽しく生き、

死ぬ時もただ遠いところへ行くと同じように、死を恐れることもな

く、死から逃げようとする気持もなかったという。  

以上は民俗学的な見地から見た日本人が持っていた死後の世界観

である。以上述べた民俗学上のことは事実かどうか、まだ検討する

余地があると思う。柳田国男が述べた霊魂観については、関連した

文献などが残っていないこともあり、それを立証することは困難で

ある。しかし『先祖の話』に見られるあの世の観念は、今日までも

続けて、現代日本人の死後の世界観に共通した点があるのではない

かと思う。日本では、今日でもあの世にいる先祖がお盆などにこの

世に帰って来ると考えている。そして現代日本文学では、死後の世

界はもはや黄泉でも極楽浄土でもなくなり、すべて「あの世」とい

う言葉で言い表されている。このような表現は、夏目漱石の『ここ

ろ』、太宰治の『人間失格』に散見するところであるが、時には村上

春樹の『ノルウェーの森』にも現われる。以上のように、近現代日

本人の死後の世界観は『先祖の話』を基に発展したものと言っても

よいであろう。  

 

5.日本人の死後観の宗教的背景  

以上、古代から現代までの日本人の死生観を考察しながら、日本

人の持つ死後の世界観はいかに変化してきたかを述べてきた。『古事

                                                      
2 6 柳田國男『先祖の話』（『定本柳田國男集第十巻』所収、筑摩書房、 1969 年）

120 頁。  
2 7  柳田國男『先祖の話』（『定本柳田國男集第十巻』所収、筑摩書房、 1969 年）

120 頁。  
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記』からも分かるように、古代日本人は死後の世界を黄泉の国と捉

えた。そして『平家物語』からも窺われるように、中世日本人は地

獄と極楽浄土という死後の世界を強調するようになった。また『曾

根崎心中』からも察知できるように、近世日本人も死後の世界を極

楽浄土に想定した。近代に入ってから日本人は民俗学の観点から死

を捉えて、死後の世界を遥かの彼岸の「あの世」と考えていた。こ

のような死後世界への捉え方は、現代日本文学にも見えている。以

上のように、日本人が死後の世界として想定される場所は様々であ

り、黄泉の国であったり、地獄や極楽浄土であったり、遥かの彼岸

のどこかであったりする。ここで一言付け加えなければならないの

は、黄泉の国にせよ、地獄や極楽浄土にせよ、遥かの彼岸のどこか

のあの世にせよ、いずれも宗教の要素があり、日本人の独特な死後

の世界観が潜んでいる、ということである。では、以上述べた日本

人のこのような死後の世界観に如何なる宗教の要素があるのであろ

うか。まず神道の観点から古代日本人の死後の世界観について述べ

てみたい。  

今日、多くの学者は仏教が伝来する前に、日本には民俗信仰とし

ての神道があり、『古事記』に書かれている神代のことも神道の思想

であると考えている 28。ここで本居宣長の解釈を借りながら述べて

おきたい。本居宣長によれば、人間の生と死は神の力によるもので

あるが、死とは神のしわざであり、「凡て人の死るは、泉神の御作

為」（『古事記伝』六之巻「神代四之巻」） 29という。この世の人は

死ねば黄泉国に行くものであるが、「貴きも賤きも善も悪も、死ぬ

ればみな此夜見国に往こと」（同書・同上） 30であるという。黄泉国

                                                      
2 8 津田左右吉『日本の神道』（『津田左右吉全集第九巻』所収、岩波書店、1964

年、 1-3 頁）、和辻哲郎『日本古代文化』（『和辻哲郎全集第三巻』所収、岩波

書店、 1962 年、 275-279 頁）、真弓常忠『神道の世界』（朱鷺書房、 1984 年、

41 頁）を参照。  
2 9  本居宣長『古事記伝』（『本居宣長全集第九巻』所収、筑摩書房、 1968 年）

257 頁。  
3 0  本居宣長『古事記伝』（『本居宣長全集第九巻』所収、筑摩書房、 1968 年）

239 頁。  
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は「きたなくあしき所」（『答問録』十二） 31という汚なく穢れてい

る所であるが、人間が死ねば必ず黄泉の国へ行かなくてはならない

ことになっているから、人間はこの事実を受けとめる以外にない。

古代日本人はこのことを肯定したから、そこには安心があった。宣

長が「神道の此安心は、人は死候へば、善人も悪人もおしなべて、

皆よみの国へ行事」（同書・同上） 32という。これはすなわち「真実

の神道の安心」（同書・同上） 33であると説いている通りである。  

黄泉は神道と関連があるが、地獄と極楽浄土は仏教と関連するの

は言うまでもない。『倶舎論』によると、この現実世界の下に地獄が

あり、地獄は八大地獄が各層を成して積み重ねられ、一番の下に無

間地獄があるという 34。そして『阿弥陀経』では、「これより西方、

十万億の仏土を過ぎて、世界あり、名づけて極楽という。その土に

仏ありて、阿弥陀と号す」 35とあり、極楽浄土は仏の国で、西方十

万億土という遠いところにある。憂いのない極楽浄土と恐ろしい地

獄とは対照的なところで、この二つの他界の様相についての描写は

源信の『往生要集』にも見えている。前節にも述べたが、『平家物語』

においては、清盛が「無間の底に堕給ふ」と無間地獄に落ちたが、

建礼門院が「西方極楽世界、教主弥陀如來、かならず引摂し給へ」

と極楽浄土に往生した。そして『曾根崎心中』では、徳兵衛とお初

は「後の世もなをしも一つ蓮」「未来成仏疑ひなき」とあるように、

死後の世界で成仏を遂げた。以上のように、中世から近世まで日本

人の死後の世界観には、仏教の世界観が入っており、それが日本人

の死生観に大きな影響を与えたことが分かる。  

 

6.日本人の死後観と神道 

近代に入ってから日本人の死後の世界観に宗教の要素が薄くなる

                                                      
3 1 本居宣長『答問録』（『本居宣長全集第一巻』所収、筑摩書房、1968 年）527 頁。  
3 2  本居宣長『答問録』（『本居宣長全集第一巻』所収、筑摩書房、1968 年）526 頁。  
3 3  本居宣長『答問録』（『本居宣長全集第一巻』所収、筑摩書房、1968 年）526 頁。 
3 4  『阿毘達磨倶舎論第二巻』（山喜房書林、 1999 年） 189 頁。  
3 5  『阿弥陀経』（『浄土三部経下』所収、岩波書店、 2000 年） 136 頁。  
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ように見えるが、民俗学の観点から死後の世界を「あの世」と捉え

た。『先祖の話』では、あの世の様相については書かれていないが、

その場所は遥かの彼岸の国にあるという考え方の背後に、極楽浄土

のイメージが存在しており、仏教の世界観を有していることは否定

できない。ところが、近代以降日本人の死後の世界観には、仏教だ

けではなく、神道の思想も潜んでいると思われる。『先祖の話』にも

書かれているが、われわれが死後霊はあの世へ行って、祭りなどを

通してこの世の人々と交流する。このような考えの背後に、神道の

死生観が入っており、特に神道が説く霊魂観が見られるように思わ

れる。周知のように、仏教では因果応報・輪廻転生のことが説かれ

ているが、霊のことが説かれない。ところが、神道では仏教ほど死

後の世界が説かれないが、人間が死後霊となることが説かれている。

以上のように、『先祖の話』は仏教だけに限らず、神道の死生観にも

関連があると思う。  

ここで付言すべきなのは、もとより神道には、原始神道・伊勢神

道・吉田神道といろいろあり、それぞれ教義が異なっている。また

一口に近世の神道と言っても、吉川神道もあれば垂加神道もあるか

ら、その死生観も異なっていると言わざるをえない。しかしその後、

日本の神道は本居宣長によって大成され、今日宣長の説く古学神道

こそがその代表格に相応しい存在と位置付けられている。しかしす

でに安蘇谷正彦が指摘しているように、本居宣長の古学神道では、

「死ねば皆黄泉国へ行く」と死後の霊が黄泉へ行くことが説かれて

いるが、霊の行方や霊の働きなどが説かれない。宣長の思想を継承

した平田篤胤は、死後の霊がこの世に帰って来ること、死後の霊が

現世の人々と交流を持つことなどを語っているという 36。以上のよ

うに、『先祖の話』に書かれている死後の霊のことは、本居宣長と平

田篤胤が主張する死後観と共通する思想が窺える。このように考え

てみれば、近代以降日本人の死後の世界観は、必ずしも仏教の教え

                                                      
3 6 安蘇谷正彦『神道の生死観』（ぺりかん社、 1989 年、 202-221 頁）を参照。  
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によって生まれたものばかりでなく、神道の死生観も入っていると

言わなければならないであろう。  

 

7.日本人の死後観と仏教 

以上述べてきたように、日本人の死生観は時代によって変化する

し、死後赴く世界も宗教によってそのあり方が変化してきている。

これまで述べたことからも分かるように、古代日本人は死ねば黄泉

国に行くものと考えているが、その死後観に神道の要素があり、神

道の安心論が古代人の死生観に大きな影響を与えた。ところが、仏

教が伝来することにより、古代人の間に広がっていた死後の世界の

イメ―ジは、黄泉から地獄と極楽浄土という新たな他界として受容

されることになった。そして浄土教の興隆によって、死後の世界が

極楽浄土となったので、それまでになかった死後の救済という観念

が現われてきた。そのために、『平家物語』には極楽往生がしばしば

見え、『曾根崎心中』には「後の世もなをしも一つ蓮」「未来成仏疑

ひなき」と、死後のあの世で成仏することが説かれているのである。

近代に入ってから、日本人は死後の世界が遥かの彼岸の国にあると

考えた。『先祖の話』からも分かるように、このような死後の世界観

に、仏教の極楽浄土のイメージが見られる。以上のように、古代の

日本を除き、日本人の死後の世界観の形成と定着の過程には、仏教

が不可欠であり、その思想の深まりがその展開過程を支えたという

ことを考慮に入れなければならないだろう。  

実は近世に入ると、幕府はキリスト教を禁制するために寺請制度

が設け、政治に従属した仏教がその本来の機能を失ったように見え

る。そして近代に入ってから国家神道が唱えられたため、神道に従

属した仏教はいろいろと限制されて、宗教としての機能もなくなっ

たように見える。しかし以上述べたことからも分かるように、仏教

が国家的に管理された近世と近代においても、日本人の死生観はな

お仏教から強い影響を受けていたのである。日本では今日、死ぬこ

とを「仏になる」「往生する」「成仏する」といった言い方をする



政大日本研究【第十三號】 
 

64 
 

ことがあり、死者のことを仏とも言う。死ぬことを「仏になる」「成

仏する」という表現を使うことから、今でも日本人は仏教から大き

な影響を受けていることが推察できる。死ぬことを「往生する」と

いう捉え方から、日本人の死後の世界観は仏教、ことに浄土教から

深い影響を受けたとも察知できよう。  

ただし、ここで付言すべきなのは、確かに日本人の死生観に仏教

の思想が潜んでおり、その死後の世界観の形成に際して、仏教の世

界観から甚大な影響を受けているとしても、日本人が考えている死

が、はたして仏教思想と完全に一致するかどうか、また日本文学に

書かれている死後の世界が、仏教経典に説かれている他界と同じも

のであるかどうか、注意深く見てみる必要があるということである。 

仏教では「仏」とは修行を積んで悟った人間のことを指し、われ

われ人間はこの世で繰り返し生まれ変わりながら修行して、死後成

仏することが可能になると説かれているが、成仏するには、普段か

らの修行が必要で、人間は誰でも仏になれるような者ではない。以

上のように、日本人が死者を仏とする見方、死ぬことが成仏するこ

とになるという考え方は、仏教思想とは根本的に違うのである。  

それだけでなく、日本人が死後世界についての考え方は、仏教思

想とも少し異なっている。仏教では、もとより仏の国としての浄土

にもいろいろあり、東方瑠璃光浄土や普陀落山や兜率天などがある

が、必ずしも西方極楽浄土とは限らない。ところが、日本文学では、

仏教と関わる死後の世界はすべて極楽浄土となっている。浄土教で

は、修行を積んだ人間は死んだのち、極楽浄土に往生すると考えら

れている。極楽浄土は西方十万億土という彼方にあるため、そこに

往生するのには、まずこの現世におけるすべての利益を捨てて、か

なりの功徳を積まなければならない。成仏することと同じく、往生

するには普段からの修行がどうしても必要で、人間は誰でも極楽浄

土に往生することができる者ではない。以上のように、日本人によ

る死後の世界が極楽浄土との考え方は、必ずしも仏教思想とは一致

せず、死ぬことが極楽往生することの考え方についても、同じよう
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に仏教思想との相違が明らかに見られるのである。  

 

8.独特な死後の世界観 

以上述べてきたように、日本人の死の捉え方にせよ、極楽往生の

考え方にせよ、いずれも日本人の独自の死の見方が入っており、仏

教思想にも矛盾している。それだけでなく、日本人が死後世界の見

方についても、同じく仏教思想との相違が見られる。前節にも述べ

たが、『平家物語』では、清盛が「無間の底に堕給ふ」、建礼門院が

「西方極楽世界、教主弥陀如來、かならず引摂し給へ」と書かれて

いる。仏教の経典では、この二つの他界の位置関係は説かれていな

いが、極楽浄土は西方十万億土の彼方というのに対して、地獄は黄

泉よりも遥か深い地にあるであろう。ところが、『平家物語』におい

ては、この二つの他界はともに現われ、この現世と地続きで隣合わ

せなのである。この作品では、地獄と極楽浄土はこの現世から無限

の距離によって隔てられているのではなく、この現世の近くにある

ように見える。そして「後の世もなをしも一つ蓮」「未来成仏疑ひな

き」と『曾根崎心中』にも書かれているように、死後の世界はすで

に来世の成仏を約束する極楽浄土となったように見える。われわれ

は死への苦痛を経てから、誰でもすぐ未来成仏が約束され、一蓮托

生ができる極楽浄土へ行けるように見える。以上のように、日本人

が死後の世界への捉え方には、その独自の見方があり、それは必ず

しも仏教と一致しないものもあったのである。  

実はすでに相良亨が指摘したように、『曾根崎心中』に見られる

一蓮托生はもとより仏教の考えではなく、日本の浄土信仰から生ま

れたものである。このことは、中世の『説経集』の『かるかや』に、

「この世でこそは  親とも子とも姉弟とも御名乗りなけれども 来

世にては  親とも子とも  一家一門  六親眷族  七世の父母に至る

迄  一つ浄土へ御参り」 37とあり、それに続けて、極楽浄土に往生

                                                      
3 7 阪口弘之校注『かるかや』（新日本古典文学大系『古浄瑠璃説経集』所収、

岩波書店、 1999 年） 312 頁。  
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すれば、死後のあの世では一つの蓮の上で一緒に生き、一家の団欒

も思うままになると述べていることからも窺える。相良亨によれば、

日本では一蓮托生の思想が存在しており、この考え方が日本人の死

生観に強い影響を与えたために、心中の思想が現われてきたとのこ

とである 38。それにもかかわらず、死後の世界が極楽浄土であり、

死後の世界がこの現世の近傍にあることは、『平家物語』と『曾根

崎心中』に見えている。このような死に関心を示し、死後の世界に

親近感を持つということは、『平家物語』『曾根崎心中』に限らず、

『古事記』から『先祖の話』まで共通して見えている。  

たとえば前節にも述べたが、『古事記』では黄泉国のことが書かれ

ている。前節で述べた伊邪那岐が伊邪那美を追って黄泉国へ赴き、

そこで伊邪那美に会うことができたこと、そして伊邪那美の死にざ

まを見た伊邪那岐が、この世に逃げ帰ったということからも推察で

きるように、黄泉国はどこかの遠い地下の国でもなければ、海の彼

方でもない。この世の裏側にはすぐにあの世があり、あの世はこの

世のすぐ隣りにあるというように、古代日本人はむしろこの黄泉国

と隣り合わせに住んでいると信じていた。しかし伊邪那岐が千引の

石をもって、黄泉国の入口を塞いだことにより、この現世と死後の

世界は交通ができなくなったのである。以上のように、古代日本人

は黄泉国がこの現世の傍らにあると思い、死後の世界と現世とをそ

れほど隔絶したものとは考えなかった。このことは『先祖の話』に

なると、よりいっそう明らかに見える。  

というのは、『先祖の話』にも書かれているが、「顕幽二界の交

通が繁く、単に春秋の定期の祭だけで無しに、何れか一方のみの心

ざしによつて、招き招かるゝこと」というように、あの世にいる先

祖がよくこの世に来たりして、この世とあの世の交流がよく行われ

ている。また「此世の人の往つたり来たりまでが、曾ては可能と考

へられた第二の世界」とあるように、あの世はこの世を隔絶した別

                                                      
3 8  相良亨「日本人の死生観」（『相良亨著作集 4』所収、ぺりかん社、 1994 年、

93-95 頁）を参照。  
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の世界であることにより、この世と往来交流ができる親しい世界で

あった。以上のように、近代日本人の死後観では、死後のあの世は

極楽浄土のように、遥か十万億土という遠いところに存在するので

はなく、この世と接するような身近なところにあるように見える。

そのために、日本人はこの世と接するあの世へ行ったり来たりする

と考えられたのである。そしてこのような死後の世界を近く親しく

捉え、死後の世界に親近感を持つということは、『古事記』から『先

祖の話』まで一貫して、日本人が古代から持ってきた独特な他界観

と考えられよう。  

 

おわりに 

以上、古代から近現代まで、日本人の死後の世界観がどのような

形態をとってきたかについて文芸作品を通して眺めてきた。また宗

教の要素を考慮しながら、日本人の死後世界に対する独自の見方を

論じてみた。以上述べてきたように、日本人の死後の世界観は、各

時代に影響を与えた信仰や宗教によって様々な様相を呈している。

『古事記』からも分るように、神道があった古代社会では、日本人

は死後の世界を黄泉国と捉え、人間が死ねば必ず黄泉の国へ行くと

いう「神道の安心」によって、死後の世界に赴くことができたとさ

れた。そして仏教の影響によって、日本人の抱く他界観に大きな転

換があり、死後の世界が地獄と極楽浄土となった。極楽浄土に往生

するために、中世の日本人は死を恐れるどころか、さらに自ら進ん

で死に赴く者も現われてくる。このような死に対する独自の見方は、

中世を代表する文学『平家物語』に明確に確認でき、近世の日本文

学『曾根崎心中』にも見えている。近現代に入ってから、日本人は

民俗学の観点から死のことを捉えたが、『先祖の話』に書かれてい

るあの世のことからも窺えるように、近現代日本人の死生観に仏教

と神道の要素があり、その死後の世界観は仏教と神道思想の影響の

もとにあった。以上のように、古代から近世までの日本人の死後の

世界観は、それぞれ神道・仏教の影響を強く受けていたが、近代以
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降日本人の死後の世界観は、仏教と神道からも多大な影響を受けて

いたことが窺える。  

最後に一言したいことがある。時代の進歩によって、現代日本人

は宗教心が希薄で、無宗教の人間と言われている。また合理主義・

現実主義の観点から物事を捉えて、死とは無であり、死後の世界の

実在を信じることができない人も大勢いる。しかしそうかといって、

お正月の初詣、夏のお盆などの年中行事からも分かるように、仏教

と神道は今日の日本社会にも影響を及ぼし、なお日本人の行動意識

に影響を与えている。そして仏教と神道では死に安心があり、死に

親しみを有する考え方は、今でも日本人の死生観に影響を与えてい

る。また日本人が古くから死後の世界を近く親しく捉え、死後の世

界に親近感を持つことは、現代日本人の死後の世界観にも影響を及

ぼしていると思う。たとえその死に対する見方は、仏教思想とは差

異があり、仏教の経典に説かれている極楽の信仰と矛盾しているに

もかかわらず、歴史的に培われてきたこの死に対する独特な感情は、

今日でも日本人の死後の世界観に影響を及ぼしていると思う。この

ような死に対する独特な感情は、さらに文芸作品などを通じて、今

日に至るまでまた日本社会で見えている。  

すでに述べたように、人間の死後の世界観は民族や宗教などによ

って異なるものである。「未だ生を知らず。焉んぞ死を知らん」「怪・

力・乱・神を語らず」という儒教の現世主義などの思想の影響によ

って、中国人は生きている限りで到達することができない死後の世

界をあまり論じず、古くから死の問題がタブー視されてきた。とこ

ろが、本論で論じてきたように、日本人の死生観には、仏教と神道

の伝統が貫かれており、仏教の世界観と神道の霊魂観がその死後の

世界観に存在することは否定できない。たとえその死後の世界観は

仏教信仰と相違があり、すべての神道学者が説く霊魂観と一致しな

くても、仏教と神道が習合したこの他界観は、今日でも日本人の死

生観に影響を与え、現代日本人の死後の世界観となっている。この

ような死後の世界観は、日本人が仏教伝来する前から持っていた死
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後の世界観を、仏教の極楽浄土のイメージを重ねて、神道と仏教の

思想を綯い交ぜにして作られてきたものとも考えられる。このよう

な仏教を受容しながら仏教を変容させて、神道と習合した他界観は、

日本人の独特な死後の世界観とも言え、日本の生み出した独自の文

化とも考えられよう。  
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